
 

 

 

 

 

 

湖南市 橋梁長寿命化修繕計画 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 ３月 策定 

令和５年 ３月 改定 
 

湖南市 
 

 

 

 

 



 

目 次 

 

 

 

１章 老朽化対策における基本方針 ........................................................................................................... 1 

 橋梁長寿命化計画の目的 ...................................................................................................................................................... 1 

 計画対象橋梁............................................................................................................................................................................... 1 

 計画期間 ........................................................................................................................................................................................ 1 

 個別施設の老朽化の状況 ...................................................................................................................................................... 2 

 対策の優先順位の考え方や目標 ........................................................................................................................................ 3 

 計画期間における老朽化対策の基本的な方針 .......................................................................................................... 6 

２章 新技術等の活用方針 .............................................................................................................................. 7 

 新技術等活用の基本方針 ...................................................................................................................................................... 7 

 新技術の比較検討の実施 ...................................................................................................................................................... 7 

 新技術等の活用目標（短期的な数値目標） ............................................................................................................... 7 

３章 費用の縮減に関する具体的な方針 .................................................................................................. 8 

 新技術による費用縮減の具体方針 ................................................................................................................................... 8 

 費用縮減の数値目標 ................................................................................................................................................................ 8 

４章 長寿命化修繕計画による効果 ........................................................................................................... 9 

 

  



1 

１章 老朽化対策における基本方針 

 橋梁長寿命化計画の目的 

湖南市が管理する橋梁は 197 橋（令和元年時点）架設されています。このうち架設年度が

わかる 194 橋のうち、建設後 50 年を経過する橋梁は 23 橋（12％）です。20 年後には

149 橋（77％）に増加します。これらの高齢化を迎える橋梁群に対して、従来の対症療法型

の維持管理を続けた場合、橋梁の修繕・架替えに要する費用が増大することが懸念されます。 

このような背景から、より計画的な橋梁の維持管理を行い、限られた財源の中で効率的に橋

梁を維持していくための取り組みが不可欠となります。コスト縮減のためには、従来の対症療

法型から、「損傷が大きくなる前に予防的な対策を行う」予防保全型へ転換を図り、橋梁の寿

命を延ばす必要があります。そこで本市では、将来的な財政負担の軽減および道路交通の安全

性の確保を図るために、橋梁長寿命化修繕計画を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １.1 建設後５０年以上経過する高齢化橋梁の推移 

 

 計画対象橋梁 

湖南市が管理する橋梁は 197 橋であり、管理橋梁すべてを計画対象橋梁とします。 

 

表 １-1 湖南市の管理橋梁 

 
1 級市道 
（橋） 

2 級市道 
（橋） 

その他 
（橋） 

合計 
（橋） 

計画対象橋梁 31 21 145 197 

 

 

 計画期間 

計画期間は、201９年度（令和元年度）から 2023 年度（令和 5 年度）とし、5 年間の定

期点検結果を踏まえ、見直しを行うことを基本とします。 

  

第１章 老朽化対策における基本方針 
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 個別施設の老朽化の状況 

 健全性の判定区分の割合 

計画対象橋梁 197 橋の 1 巡目（H26 年～H30 年）の健全度判定結果は、【Ⅲ：8 橋（4％）、

Ⅱ：56 橋（29％）、Ⅰ：132 橋（67％）】となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 修繕措置の着手状況 

令和元年度の計画策定後、計画の優先順位に基づき、健全度Ⅲの 8 橋の修繕工事を実施し

ています。（令和５年 1 月、現在） 

 

表 １-2 修繕措置の着手状況 

対策年度 橋梁コード 橋梁名 優先順位 健全度 橋梁数 

令和元年度 
BR0-252115-00159 一の瀬大橋 85 Ⅲ 

2 橋 
BR0-252115-00171 長谷橋 189 Ⅲ 

令和２年度 BR0-252115-00157 甲西中央橋 1 Ⅲ 1 橋 

令和３年度 

BR0-252115-00019 落合川橋 2 Ⅲ 

３橋 BR0-252115-00002 宮ヶ谷 2 号橋 3 Ⅲ 

BR0-252115-00020 五軒茶屋 2 号橋 4 Ⅲ 

令和４年度 
BR0-252115-00110 無名橋 52 5 Ⅲ 

２橋 
BR0-252115-00070 無名橋 12 6 Ⅲ 

合計 ８橋 

 

図 １.3 年度毎の修繕措置実施数  
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図 １.2 健全性の判定区分の割合 
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 対策の優先順位の考え方や目標 

 優先順位の目標 

１巡目の定期点検で健全度Ⅲ（早期措置段階）の橋梁については、計画期間内【2023 年

度（令和５年度）】に修繕を予定します。 

 

 

 優先順位の考え方 

対策費用の総額が計算年度の予算額を上回る場合は、優先度評価を行い、優先順位の高い順

に対策を実施します。優先度評価は、「総合評価値と諸元重要度の関係」をもとに行います。 

 
 

［総合評価値と諸元重要度の関係］ 

総合評価指標を諸元重要度のそれぞれを下表に示すように 25 個のカテゴリーに分類し、

数字が低いものほど優先度を高く評価します。 

 
 

表 １-3 総合評価指標 

 

諸元重要度 

100 以下 

80 以上 

80 未満 

60 以上 

60 未満 

40 以上 

40 未満 

20 以上 
20 未満 

総合評価値 

（健全度） 

20 以下 1 2 3 4 5 

20.05 以上 40 以下 6 7 8 9 10 

40.05 以上 60 以下 11 12 13 14 15 

60.05 以上 80 以下 16 17 18 19 20 

80.05 以上 100 以下 21 22 23 24 25 

※同ランク内に、複数の橋梁が存在する場合は、諸元重要度を総合評価値で除した値の降順で優先順位を決定します。 
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 総合評価値の算出方法 

総合評価値は、文献「道路橋の維持管理に関する指標開発の取組み」（国土技術政策総合研

究所）における総合評価指標の考え方を踏襲し、橋梁ごとに「耐荷性」、「災害抵抗性」、「走行

安全性」の 3 指標を算出し、何れかを用いるものとします。今回は長寿命化修繕計画である

ので、橋梁の耐久性に着目し「耐荷性」を選択します。 
 

Step 1 健全度の評点化 

部材ごとに、設定した健全度評点情報をもとに評点化を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

Step 2 損傷度評価値の算出 

下表の重み係数をもとにスパンごとに損傷度評価値を算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

例）損傷度評価値の算出例 

①上部工：C(20)  ②床版：B(10)  ③下部工：A(0)  ④支承：C(20)の場合 
 

耐荷性 ＝ 20×1.0 ＋ 10×0.6 ＋  0×0.2 ＋ 20×0.2 ＝ 30 

 

Step 3 橋梁全体の損傷度評価値の算出 

スパンごとに算出された損傷度評価値から、橋梁全体の損傷度評価値を算出します。各評価

指標の各スパンの最大値を橋梁全体の値とします。 

 

■スパンごとに損傷度評価値             ■橋梁全体の損傷度評価値 

 

Step 4 総合評価値の算出                ■総合評価値 

Step 3 で算出した橋梁全体の損傷度評価値より、 

総合評価値を算出します。総合評価値は、100 から 

損傷度評価値を引いて算出します。  

耐荷性 災害抵抗性 走行安全性

上部工 1.0 0.4 0.2

床版 0.6 0.2 1.0

下部工 0.2 1.0 -

支承 0.2 0.8 0.2

伸縮装置 - - 0.8

重み係数
部材

健全度 評点

A 0

B 10

C 20

D 40

E 80

■主桁

■床版

A（0）

D（40）

損傷度評価値

スパン

20.00

30.00

24.003

耐荷性

1

2 30.00

耐荷性

橋梁全体損傷度評価値

70.00

総合評価値
（100-損傷度評価値）

耐荷性
※
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 諸元重要度の算出方法 

諸元項目ごとに重み係数と、評価項目ごとに評点を設定し、加重平均をとることにより、諸

元項目を考慮した重要度を 100 点満点で算出します。 

 

■重み係数 設定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

■評点 設定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計算例（落合川橋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

判定区分

評価項目 評点

Ⅲ 100

Ⅱ 50

Ⅰ 0

すべての1級市道、2級市道

評価項目 評点

市町村道　1級 100

市町村道　2級 50

市町村道　その他 0

緊急輸送路

評価項目 評点

第１次確保路線 0

第２次確保路線 0

第３次確保路線 100

指定なし 0

交差状況

評価項目 評点

河川 20

道路 80

鉄道 100

開水路 20

湖沼 20

海岸 20

その他 0

バス路線

評価項目 評点

該当 100

非該当 0

DID地区

評価項目 評点

区域内 100

区域外 0

交通量

評価項目 評点

多い 100

普通 50

少ない 0

落合川橋の場合

橋梁諸元 重み係数 評価項目 評点 重み×評点

判定区分 0.60 Ⅲ 100 60.00

すべての1級市道、2級市道 0.05 1級 100 5.00

緊急輸送路 0.15 3次 100 15.00

路下条件 0.05 河川 20 1.00

バス路線 0.05 該当 100 5.00

DID地区 0.05 区域外 0 0.00

交通量 0.05 少ない 0 0.00

86.00諸元重要度

橋梁諸元 重み係数

判定区分 0.60

すべての1級市道、2級市道 0.05

緊急輸送路 0.15

路下条件 0.05

バス路線 0.05

DID地区 0.05

交通量 0.05
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 計画期間における老朽化対策の基本的な方針 

 健全度の把握及び日常的な維持管理の基本方針 

 

 健全度の把握の基本的な方針 

定期点検（概略点検）や日常的な維持管理によって得られた結果に基づき、橋梁の損傷を早

期に発見するとともに健全度を把握します。 

 

 日常的な維持管理に関する基本的な方針 

パトロール車による走行面の変状について点検を行います。 

 

 

 橋梁長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減の基本的な方針 

本市が管理する橋梁の中で、架設後 30 年以上経過した橋梁は全体の 77%を占めているた

め、近い将来一斉に架替時期を迎えることが予想されます。したがって、計画的かつ予防的な

修繕対策の実施へと転換を図り、橋梁の寿命を 100 年間とすることを目標とし、修繕及び架

替えに要するコストを縮減します。 
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２章 新技術等の活用方針 

 新技術等活用の基本方針 

定期点検の効率化や高度化、修繕等の措置の省力化・縮減を図るため、「点検支援技術性能

カタログ（案）」や「新技術情報システム（NETIS）」に掲載されている新技術等の活用を行い

ます。 

 

 

 新技術の比較検討の実施 

 修繕 

修繕工法の選定にあたっては、従来工法のみでなく新工法や新材料などの新技術を加えた

比較検討を行い、費用の縮減や事業の効率化を図ります。 

 

 点検 

「点検支援技術性能カタログ（案）」に掲載されている新技術や、近接目視点検を充実・補

完・代替する新技術などの活用に向けた検討を行い、点検費の縮減や点検の効率化を図りま

す。 

 

 新技術等の活用目標（短期的な数値目標） 

2028 年度（令和 10 年度）を目標とし、管理する 197 橋全てで修繕や点検等に係る新

技術の活用の検討を行います。その内、約３橋の橋梁で、点検・修繕での費用の縮減や事業

の効率化等の効果が見込まれる新技術等を活用することを目標とします。 

 

 

 

  

第２章 新技術等の活用方針 
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３章 費用の縮減に関する具体的な方針 

 新技術による費用縮減の具体方針 

 修繕 

湖南市が管理する橋梁のほとんどがコンクリート橋のため、修繕に係る費用の多くを占め

る橋面防水工・表面保護工等の橋梁補修工について、最新工法の導入を図ります。 

 

 点検 

３巡目の定期点検からすべての橋梁で「点検支援技術性能カタログ（案）」や「新技術情報

システム（NETIS）」に掲載されている新技術等の点検を活用し、点検費の縮減を図ります。 

また、橋長が短い橋梁においては、市職員が点検を行い、点検費の縮減や市職員の技術力

向上を図ります。 

 

 集約・撤去 

利用頻度が低く、迂回路が存在し、集約が可能な橋梁は、撤去の検討を行い、維持管理の

縮減を図ります。 

 

 
 

 費用縮減の数値目標 

2028 年度（令和 10 年度）までの 5 年間に、新技術を活用した点検費の縮減及び集約・

撤去に伴う維持管理費の縮減により、費用を 270 万円縮減します。 

 

 点検 

３巡目の定期点検からすべての橋梁で新技術の活用を検討します。特に２巡目の定期点検

で橋梁点検車を使用した橋梁（9 橋）のうち、健全度Ⅰ判定の橋梁（7 橋）は、新技術の活

用を重点的に検討する橋梁とします。そのうち、約 3 橋で新技術を活用し、2028 年度（令

和 10 年度）までの 5 年間で約 100 万円のコスト縮減を目指します。 

 
 

 集約・撤去 

利用頻度が低く、迂回路が存在し集約が可能な橋梁について、2028 年度（令和 10 年度）

までに１橋程度の集約化・撤去を行い、約 170 万円の維持管理費縮減を目指します。 

  

第 3 章 費用の縮減に関する具体的な方針 
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４章 長寿命化修繕計画による効果 

長寿命化修繕計画を策定する 197 橋について、今後 50 年間の事業費を比較すると、従来

の対症療法型が 157 億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が２７億円とな

り、コスト縮減効果は 1３０億円となります。 

損傷に起因する通行制限などが減少し、道路の安全性・信頼性が確保されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 長寿命化修繕計画による効果 
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巻末資料 個別構造物ごとの整理事項 一覧表（1/3） 
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巻末資料 個別構造物ごとの整理事項 一覧表（2/3） 
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巻末資料 個別構造物ごとの整理事項 一覧表（３/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湖南市 橋梁長寿命化修繕計画（改定） 
 

令和５年（２０２３年）３月 
 

滋賀県 湖南市 
都市建設部 土木建設課 

 
ｔｅｌ：0748-72-1290 
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